
        

 

  フォーラム便り vol.3   

～企画参加団体のみなさん～ 

◆ 日時 11 月 15 日（金）16:30～17:30（予定） 

◆ 会場 エル・パーク仙台 ギャラリーホール 

問合せ  

エル・パーク仙台 管理事業課 事業係 

TEL 022-268-8301 FAX 022-268-8316  

MAIL park2@sendai-l.jp 

市民団体交流会のご案内   

2024.8  

◆ 開催日 11 月 15 日（金）14:30～15:30 

◆ 対  象 仙台で市民活動を続けてきた、 

概ね 70 歳以上の女性 

◆ 締 切 9 月 13 日（金） 

フォーラム企画参加団体やロッカー利用団体な

ど、仙台市男女共同参画推進センターを拠点に

活動する市民団体の交流会をフォーラム期間中

に開催します。詳細は後日お知らせします。 

～私がフォーラムに参加する理由～ 

先達に聞く 2024 話し手募集中！  

エル・パーク仙台を拠点に長年活動してきた女性たち

が「次世代にこれだけは伝えたい」という思いを語る

企画の話し手を募集します。自薦も他薦も歓迎です。 

☆これまでの「先達に聞く」 

報告集はこちら 

顔合わせ後に 

SNS ミニレクチャーを実施しました 

日頃関わっている方以外の

方たちと知り合い、 
語り合えるフォーラム、
大好きです。 

ジェンダーについて気軽に 

話せる場を、多くの人と 
分かち合いたい。 

フォロー、いいね、リポスト等 

よろしくお願いします 

＊昨年度の様子 

社会をちょっとでもマシに

したくて活動している人が

いっぱいいる！と元気づけ
られる！！から。 

インスタグラムや X を中心に、情報拡散の方法や機能な

どについてお伝えしました。グループのみなさんが SNS

を使う上での心配や、使い方でわからない部分へのアド

バイスも。今後、センターの SNS では各グループの企画

やフォーラムに向けた動きを紹介していきます。みなさ

んもぜひ「#男女共同参画推進せんだいフォーラム」を付

けて発信してください。SNS の使い方でわからないこと

があれば、いつでもご相談ください。 

一緒にフォーラムを盛り上げていきましょう！  

 

 

「男女共同参画推進せんだいフォーラム 2024」企画参加

団体の顔合わせを８月３日（土）に行いました。今年は 38

団体 35 企画がエントリー。楽しみながら防災を学べる展

示や働く女性同士で語り合うカフェ、ノルウェーの女性

たちの成功に学ぶワークショップ、不登校の子どものた

めに何ができるか考えるシンポジウムなど、さまざまな

角度からの企画が盛りだくさんです。 

普段は別々に活動している市民グループですが、年に一

度みなさんが集うフォーラムにどのような思いで関わっ

ているのか、「私がフォーラムに参加する理由」を一人ひ

とり発表していただきました。今号では、その一部をご紹

介。それぞれの思いをパネルにし、10 月中旬からエル・

パーク仙台 5 階のエントランスに展示予定です。 

お楽しみに！ 

男女共同参画推進せんだいフォーラム 仙台市男女共同参画推進センター 



 

    

市民活動スペース ミニイベント  

6/8 開催 

エル・パーク仙台 ミニイベント 

 

● 8/27 （火） 

U30で話してみない？ #ジェンダー不平等 

◆時 間   14:30-16:00 

◆対象・定員 30 歳以下の方・15 名（先着順） 

 

● 8/31 （土） 

テーブルトーク ～その“描き方”モヤっとします 

◆時 間  10:00-11:30 

◆話題提供 井上正子氏 

（東北学院大学教養学部言語文化学科 准教授） 

◆定 員  15 名（先着順） 

 

いずれも 

◆場 所  エル・パーク仙台 市民活動スペース 

◆参加費  無料 

◆申 込  エル・パーク仙台 TEL 022-268-8301 

 

 

エル・ソーラ仙台 ミニイベント 

 

● 8/28 （水） 

本をおともにジェンダートーク ～学校生活編 

◆時 間  10:30-11:30 

◆場 所  エル・ソーラ仙台 市民交流・図書資料スペース 

◆定 員  10 名（先着順） 

◆参加費  無料 

◆申 込  エル・ソーラ仙台 TEL 022-268-8044 

 

 

※イベントの詳細・申込は同封のチラシや HP で 

ご確認ください。 

HP  https://www.sendai-l.jp/ 

 

報告  

チャレンジ・ラボ 市民チャレンジ企画 

テーブルトーク～あなたは『呼び方』どうしてる？ 

災害支援団体に所属し、被災地を定期的に訪れている北村育美

さんに話を聞きました。避難所になかなか食べ物が届かなかっ

たり、仮設住宅に自治組織がなかったりという、厳しい状況を

報告してくれました。その一方で、女性用トイレに生理用品が

種類別に置いてあるなど、これまでの教訓が生きているケース

も。女性がリーダーシップを発揮している避難所は、雰囲気も

よかったそうです。 

≪仙台の私たちにできること≫ 

● 災害ボランティアに登録 

● 物資支援 

（Amazon の「ほしい物リスト」で募集している団体も） 

● 情報を集める 

● つながりを確認（「家族」や「地域」にこだわらない） 

● 備えを見直す 

など・・・ 

エル・パーク仙台 エントランス展示 

～ながめるパンジー展～ 

ミニイベントや展示の様子は、 

仙台市男女共同参画推進センターの 

X（旧 Twitter）で紹介しています。 

 

東日本大震災後、仙台、東北の女性たちは地域や職場、まち

づくりなどさまざま場面でリーダーシップを発揮してきま

した。せんだい男女共同参画財団発行の冊子「パンジー」（全

10 号）では、30 人の女性の歩みや思いを紹介しています。

そのパネルの一部を 10/9 まで展示します。 

 

 

 

6/19 開催 

女性と防災まちづくりミニイベント 

能登半島地震の話を聞く 

Are YOU “he”,“she”or “they”？ 

日常生活で気になる「呼び方」のもやもやを語り合う会を、ジ

ェンダー論講座過去受講者の中野わか子さんが企画しました。 

欧米では、男女二元論ではない「呼び方」「呼ばれ方」が浸透

しているなどの事例を、ブレイディみかこさんの著書「ぼくは

イエローでホワイトで、ちょっとブルー２」から紹介。参加者

が日常感じているもやもやや、意識して気をつけたりしている

「呼び方」「呼ばれ方」を共有して意見交換しました。 

街中で「奥さん」と呼ば 

れることに違和感を持つ 

といった意見や、自営業 

なので家でも夫と「社長」 

「会長」と呼び合うという 

ユニークな話も出ました。 

チャレンジ・ラボって？ 

エル・パーク仙台では、女性のエンパワーメントや地域の

課題解決につながるミニイベントを開催しています。「普段

仲間とやっていることをほかの人にも体験してもらいた

い」「フォーラムの前に試してみたい」という方はぜひスタ

ッフにお声がけください！ 

申込 
受付中！ 


